
語句の意味を理解し、文脈の中で適切に使うこと
事象や行為などを表す多様な語句についての理解

課題１
(伝国)

高正答率者の割合が昨年度より若干下回るものの、全体的に全国平均正答率と
ほぼ同じである。

平成30年1月 島根県教育センター

平成29年度全国学力・学習状況調査における本県の傾向

全国学力・学習状況調査の結果を生かした授業づくりを行ううえでのポイントを、「授業アイディア例」
（国立教育政策研究所刊）等を基にまとめました。本県・自校の結果から児童生徒の強みと課題を把握
共有し、付けたい力を明確にした授業を展開しましょう。

国語Ａ 国語Ｂ

正答数分布グラフ
（横軸：正答数、
縦軸：生徒の割合）

国語A 9 問題 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項
設問三イ 適切な語句を選択する 設問五 話し合いの記録として適切な言葉を考える
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平均正答率 全国61.4％
島根56.7％

平均正答率 全国35.8％
島根31.8％

学習指導に当たって

領域別
正答率

話・聞 書く 読む 伝国

全国 75.4% 85.7% 73.8% 77.2%

島根 77.1% 87.4% 74.0% 76.5%

領域別
正答率

話・聞 書く 読む 伝国

全国 72.4% 60.8% 72.1% 41.4%

島根 73.8% 60.3% 71.0% 37.3%
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事象や行為などを表す多
様な語句について、言葉
として知ってはいても、場
面や状況に応じて適切に
使い分けることができて
いないと考えられる。

「ことわざや慣用句」の学習では、次のような指導が効果的です。
〇各教科等の学習や読書活動などで出合った言葉を取り上げ、意味を
確認するとともに、具体的な使用例を考える指導

〇語源などを確かめたり、似た意味や反対の意味の言葉を整理したり
するような指導

また、教師が意図的にことわざや慣用句などを用いて話したり、掲示物
や配布物に取り入れたりするなど、言語環境を整えることも大切です。

授業アイディア例（平成29年度 P4）
「自分が使ってみたい語句についてスピーチをする」

～多様な語句の意味を理解し、場面に応じて適切に使う～



学習指導に当たって

本や文章などの表現の仕方について捉え、
自分の考えを書くこと

課題2
(書く・読む・伝国)

国語B 1 問題 文学的な文章を読む
設問三 比喩を用いた表現に着目し、感じたことや考えたことを書く。

文章を読んで感じたことや考えたことなどを交流する

学習活動を充実させることが求められます。

その際、自分の考えの根拠となる表現を示した上で、

感じたことや考えたことを具体的に説明するように指導

する

交流によって広がったり深まったりした自分の考えを、

最後に書いてまとめることでより明確化できるように指

導する ことが大切です。

また、次のような指導の工夫も効果的です。

〇左の設問のように、比喩や反復などの表現技法に

ついての知識を生かすなど、既習事項を踏まえた

学習。

〇新聞やインターネットの書評、本のポップなどを取

り上げ、そこに書かれたものの見方や考え方とを

対比させて新しい考え方を知ったり、自分の考えを

再構築したりする学習。
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平均正答率 全国41.4％
島根37.3％

授業アイディア例（平成29年度 P5、6）
「自分が使ってみたい語句についてスピーチをする」

～多様な語句の意味を理解し、場面に応じて適切に使う～


